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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県宇都宮土木事務所 2009-06-18 ～ 2009-06-23
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128.68 1.75 2.00
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127.53 1.15 3.15
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深度0.～0.10mは、砕石による敷砂
利。
以深部はシルト。含水量中～少位
。粘着性-少位。
含水量-中位。粘着性-中位～少位
。

径1～5mm程度の鹿沼軽石。粒子
は指圧で潰れる。
含水量-中位～多位。粘着性-少位
。スコリアが混じる。

含水量-中～多位。粘着性-中位。

最大礫径30cm内外が混じる。
径10～30mm程度の円礫主体に、
径30～60mm程度の粗礫が混じる
。
マトリックスは粗～中砂主体に細
粒分を含む。
7.0m以深は掘進長6～10cm程度の
玉石が点在する。
8.0m以深は細粒分が多く混じる。
10.3～10.7m付近は砂分が多く
，含水量-多位。
10.6m付近は若干の逸泥がある。
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